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日本武道学会
創立 45 周年記念大会

（９月６・７日　東京農工大学）

本部企画：国際シンポジウム「武道の捉え方ー世界の動向―」

一般研究発表 ポスター発表
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日
本
武
道
学
会
第
45
回
大
会
は
９
月

６
、
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
東
京

農
工
大
学
・
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
。

　

両
日
と
も
午
前
中
は
一
般
研
究
発
表
と

し
て
、
人
文
・
社
会
科
学
系
、
自
然
科
学

系
、
武
道
指
導
法
系
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が

行
わ
れ
、
午
後
は
初
日
が
、
総
会
と
本
部

企
画
と
し
て
、「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
武

道
の
捉
え
方
―
世
界
の
動
向
―
』」
が
行

わ
れ
、
夜
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ

た
。
ま
た
、２
日
目
午
後
は
柔
道
、剣
道
、

弓
道
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
の
専
門
分
科

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。

◉
一
般
研
究
発
表

▼
人
文
・
社
会
科
学
系

○
松
本
龍
弥（
東
京
都
柔
道
連
盟
研
究
委
員
会
）

「『
古
式
の
形
』
か
ら
採
り
入
れ
ら
れ
た

『
柔
の
形
』
の
技
法
に
つ
い
て
」

　

古
式
の
形
と
柔
の
形
に
お
け
る
技
法
の

関
連
と
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
２

つ
の
形
を
比
較
。
一
例
と
し
て
「
帯お
び

取と
り

」

と
「
力り
ょ

避く
ひ

」「
水み
ず

車ぐ
る
ま」

の
類
似
を
映
像
で

示
し
た
。
相
違
点
と
し
て
は
手
の
交
差
が

「
帯
取
」
と
「
力
避
」「
水
車
」
で
は
逆
に

な
る
こ
と
を
指
摘
。
さ
ら
に
嘉
納
治
五
郎

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
そ
の
関
連
性
を
明

本部企画『武道の捉え方―世界の動向―』
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ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
、
形
の
修
行
は
、
相
手
の
攻
撃

に
応
じ
る
心
の
状
態
を
養
い
、
己
の
完
成

と
い
う
柔
道
修
行
の
究
極
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
あ
る
と
結
ん
だ
。

○
原
口
理
恵
子
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

「
武
道
関
係
用
語
に
関
す
る
研
究
―
古
典

文
学
を
中
心
に
―
」

　

武
道
関
係
用
語
が
歴
史
の
中
で
ど
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
武
道
流
派
が
成
立
し
て
く
る

ま
で
の
14
世
紀
以
前
の
文
学
作
品
を
対
象

と
し
て
武
道
関
係
用
語
を
全
て
抽
出
し
、

整
理
分
析
を
行
っ
た
。
武
の
総
称
に
関
す

る
用
語
と
し
て
は
「
兵
」「
兵
法
」「
武
藝
」

「
文
武
の
道
」「
武
藝
の
道
」「
武
道
」「
武

藝
の
み
ち
」「
弓
馬
之
藝
」「
武
勇
ノ
藝
」

「
文
武
ノ
藝
」「
兵
道
」「
弓
ひ
く
道
」
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き
結
果
と

し
て
、「
武
道
」
の
用
語
の
初
出
を
『
吾

妻
鏡
』
と
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
前
の
『
保
元
物
語
』
で
確
認
さ
れ
、

鎌
倉
時
代
の
こ
の
辺
り
に
「
武
道
」
の
初

出
を
見
出
せ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

▼
自
然
科
学
系

○
井
出
敦
夫
（
東
京
大
学
赤
門
弓
友
会
）

「
和
弓
に
お
け
る
『
弓
返
り
』
に
関
す
る

一
考
察
」

　

は
じ
め
に
弓
返
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
発
表
し
、
弓
返
り
に
つ
い
て
、

い
ろ
ん
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
専
門

家
の
研
究
に
お
い
て
も
、
意
見
が
分
か
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
矢
の
加
速
度
と
弓

本も
と

弭は
ず

の
並
進
加
速
度
と
弓
幹
回
転
の
角
速

度
の
相
関
か
ら
、
弓
返
り
が
矢
を
加
速
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

○
村
山
晴
夫
（
獨
協
医
科
大
学
）

「
柔
道
に
お
け
る
頭
部
外
傷
予
防
の
た
め

の
ア
ン
ダ
ー
マ
ッ
ト
の
有
効
性
」

　

柔
道
に
お
け
る
頭
部
外
傷
の
発
生
機
序

を
明
ら
か
に
し
、
効
果
的
予
防
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
ダ
ミ
ー
を
使
っ
て
投
技
に
よ

る
頭
部
へ
の
衝
撃
力
を
測
っ
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
衝
撃
を
軽
減
す
る
手
段
と
し
て
の

ア
ン
ダ
ー
マ
ッ
ト
使
用
の
有
効
性
を
検
討

し
た
。

日本武道学会
創立 45 周年記念大会

東京農工大学・小金井キャンパス
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そ
の
結
果
、
大
外
刈
と
大
内
刈
で
頭
部

に
加
わ
る
衝
撃
は
、
ア
ン
ダ
ー
マ
ッ
ト
を

敷
く
こ
と
で
緩
和
さ
れ
る
と
し
た
。
そ
し

て
、
頭
部
外
傷
を
予
防
す
る
た
め
に
、
畳

周
囲
の
安
全
環
境
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

▼
武
道
指
導
法
系

○
大
保
木
輝
雄
（
埼
玉
大
学
）

「
武
道
の
教
材
化
に
関
す
る
一
試
論
⑶
―

生
き
る
姿
勢
と
そ
の
身
心
技
法
―
」

　

武
道
を
教
材
化
す
る
た
め
に
剣
道
の

「
一
本
」
に
着
目
し
、
①
暗
黙
知
を
誘
発

さ
せ
る
場
に
臨
ん
だ
時
の
感
覚
を
味
わ
わ

せ
る
、
②
身
構
え
、
気
構
え
、
心
構
え
の

工
夫
に
よ
り
、
臨
機
応
変
の
対
応
が
で
き

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
、
③
「
一
本
」
が

正
し
い
姿
勢
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
こ
と
を

体
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
心
と
体
を
一
体
と

し
て
働
か
せ
る
こ
と
の
意
味
と
価
値
を
考

え
さ
せ
、
そ
の
結
果
で
あ
る
「
一
本
」
の

出
来
栄
え
が
、そ
の
人
の
「
生
き
る
姿
勢
」

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

○
渡
辺
冬
花（
千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
）

「
若
手
女
性
教
員
に
よ
る
中
学
校
体
育
に

お
け
る
柔
道
指
導
の
実
践
報
告
」

　

千
葉
県
内
の
女
性
保
健
体
育
科
教
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
約
９

割
が
武
道
指
導
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
平
成
23
年
11
月
に
中
学

１
年
女
子
生
徒
31
名
を
対
象
に
柔
道
経
験

の
な
い
女
性
教
員
（
教
員
歴
４
年
）
が
検

証
授
業
を
行
い
、
指
導
こ
と
ば
に
着
目
し

て
、
生
徒
の
技
能
向
上
と
安
全
な
授
業
の

実
践
を
検
討
し
た
。
結
果
、
適
切
な
指
導

こ
と
ば
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柔
道

指
導
経
験
の
少
な
い
女
性
教
員
で
も
、
安

全
に
相
手
と
の
攻
防
を
楽
し
ま
せ
る
授
業

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
。

▼
ポ
ス
タ
ー
発
表

○
佐
藤
明
（
東
北
大
学
）

「
礼
法
家
の
歩
行
」

　

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
礼

法
家
の
歩
行
と
通
常
歩
行
の
間
で
、
酸
素

摂
取
量
と
下
肢
筋
電
図
パ
タ
ー
ン
を
比
較

し
た
。
酸
素
摂
取
量
は
礼
法
歩
行
が
通
常

歩
行
よ
り
高
か
っ
た
。
筋
電
図
パ
タ
ー
ン

も
礼
法
歩
行
が
通
常
歩
行
の
値
よ
り
大
き

く
、
常
に
筋
が
緊
張
し
た
状
態
が
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
膝
を
曲
げ
な
い
た
め
大

腿
直
筋
、
内
側
・
外
側
広
筋
が
働
く
こ
と
、

踵
を
上
げ
な
い
た
め
背
屈
動
作
が
終
始
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
爪
先
を
上
げ
な
い
た

め
底
屈
動
作
の
腓
腹
筋
も
活
動
し
て
い
る

と
い
う
結
果
を
得
た
。
よ
っ
て
、
礼
法
歩

行
は
速
度
は
遅
い
が
筋
の
活
動
量
は
大
き

く
、
足
腰
を
鍛
え
る
と
い
う
主
旨
に
適
う

歩
行
様
態
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

◉
総
会
（
６
日
）

　

総
会
で
は
優
秀
論
文
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、
百
鬼
史
訓
日
本
武
道
学
会

会
長
・
東
京
農
工
大
学
副
学
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
。

「
45
周
年
と
い
う
節
目
の
大
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
武
道
の
捉
え
方
、

世
界
の
動
向
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
外
の

研
究
者
が
武
道
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
外
国
人
が
武
道
を
ど
う

一般研究発表

ポスター発表

優秀論文表彰者＝左から射手矢岬（東京学芸大学）、金持拓
身（順天堂大学）、大石純子（八洲学園大学）の三氏
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考
え
て
い
る
の
か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
す

る
こ
と
で
お
互
い
を
知
る
こ
と
に
は
大
き

な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

議
事
進
行
は
射
手
矢
岬
（
東
京
学
芸
大

学
）、
佐
藤
明
（
東
北
大
学
）
の
両
氏
が

行
っ
た
。
は
じ
め
に
名
誉
会
員
の
推
挙
が

行
わ
れ
、
若
尾
重
廣
氏
が
名
誉
会
員
と
な

っ
た
。
続
い
て
、
平
成
23
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
、
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
と

予
算
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
第
46
回
大
会
が
国
際
大

会
と
し
て
、
平
成
25
年
９
月
10
〜
12
日
の

３
日
間
、
筑
波
大
学
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

◉
本
部
企
画
（
６
日
）

　

続
い
て
、
本
部
企
画
と
し
て
、
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
武
道
の
捉
え
方
―
世
界
の

動
向
―
」が
、パ
ネ
リ
ス
ト
に
百
鬼
会
長
、

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ヘ
ン
大
韓
武
道
学
会
会

長
、
Ｗ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
国
際
マ
ー

シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
格
闘
技
科
学
学
会
会
長
を

迎
え
て
、
大
保
木
輝
雄
埼
玉
大
学
教
授
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
関
西
大
学

准
教
授
の
司
会
で
行
わ
れ
た
。

　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
紹
介
後
、
ま
ず
百
鬼

氏
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

　

百
鬼
氏
は
武
道
を
世
界
に
発
信
し
て
い

く
上
で
、
固
有
性
を
明
確
に
し
、
ま
と
め

て
発
信
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
し

た
。
武
道
の
英
訳
と
し
て
は
、
一
般
的
に

は
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
で
構
わ
な
い
が
、

そ
の
意
味
は
ず
い
ぶ
ん
広
が
っ
て
お
り
、

武
道
は
そ
の
ま
ま
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
と

は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
し
、
武
道
と

　

体
系
的
か
つ
多
次
元
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
っ
て
理
論
的
な
概
念
の
研
究
が
行
わ

れ
る
中
で
、
武
道
は
現
在
、
教
育
体
系
、

道
徳
、
自
己
向
上
、
精
神
的
向
上
を
目
指

す
道
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
と
は
、
ス
ポ
ー

ツ
、
護
身
、
自
己
防
衛
の
手
段
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
の
見
方

に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
定
義
が
膾
炙
さ

れ
、
間
違
っ
た
理
解
が
生
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
と
は
何
か
。

　

い
く
つ
か
は
民
族
、
文
化
、
宗
教
的
な

背
景
を
元
に
構
築
さ
れ
た
伝
統
的
な
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
他
は
近
代
的
な
も

の
で
、
あ
る
創
始
者
が
作
り
出
し
た
も
の

も
存
在
し
て
い
る
。

　

私
の
意
見
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ

は
伝
統
に
基
づ
い
た
徒
手
、
あ
る
い
は
武

具
を
用
い
た
戦
闘
技
法
と
人
間
形
成
の
融

合
で
あ
り
、
精
神
と
身
体
の
向
上
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
教
育
の
プ
ロ
セ

ス
で
あ
り
、
自
発
的
な
苦
行
を
求
め
る
プ

ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は

身
体
の
鍛
錬
と
意
図
的
な
自
立
、
技
法
鍛

錬
が
融
合
し
て
お
り
、
道
徳
的
、
精
神
的

な
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
に
つ
い
て
一
般
理

論
が
あ
る
な
ら
ば
、
用
語
の
範
囲
、
ま
た

は
適
切
な
名
称
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
己
防
衛
と

い
っ
た
様
々
な
活
用
法
を
一
つ
の
名
称
で

網
羅
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

技
、
形
、
戦
い
の
行
動
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
に
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ト
と
い

う
用
語
が
あ
る
が
、
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア

ー
ト
が
大
き
な
円
を
形
成
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
、
コ
ン
バ
ッ

ト
ス
ポ
ー
ツ
あ
る
い
は
武
道
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
私
は
理
解
し
て
い
る
。

　

コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
用
語
は

対
峙
と
い
う
形
を
表
す
時
に
使
わ
れ
て
い

る
。
レ
ス
リ
ン
グ
や
ボ
ク
シ
ン
グ
は
典
型

的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
り
、
一
方
、
剣
道
、
空
手
と
い
っ

た
日
本
の
コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
は
マ
ー

シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
の
特
性
を
維
持
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
闘
の
技
能
を

身
に
つ
け
る
も
の
で
、
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ア
ー
ト
の
枠
内
に
あ
る
。

　

元
々
の
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
は
戦
闘
技

術
の
伝
授
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
体
系
も

意
味
し
、
実
用
的
な
医
学
を
も
含
ん
だ
特

定
の
知
識
の
伝
授
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

武
道
の
受
容
は
、
社
会
文
化
的
現
象
と

し
て
の
科
学
的
か
つ
大
衆
的
反
応
の
結
果

で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
武
道
、
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
、
コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

―
―
そ
の
定
義
、
理
念
、
理
論
―
―
」

（B
udo, M

artial A
rts and C

om
bat S

ports

―D
efitions, Ideas, Theories

）

Ｗ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
国
際
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
格
闘
技
科
学
学
会
会
長

百鬼史訓氏 キム・ジョンヘン氏 Ｗ・Ｊ・シナルスキー氏
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マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
、
さ
ら
に
コ
ン
バ
ッ

ト
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
疑
問

が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
英
訳
せ
ず

に
武
道
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
で
発
信
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

続
い
て
、
キ
ム
氏
が
発
表
し
た
。

　

ま
ず
古
代
か
ら
の
韓
国
の
武
術
に
つ
い

て
振
り
返
り
、
新
し
い
武
術
と
し
て
自
分

で
考
案
し
た
ヨ
ン
ム
ド
ー
が
紹
介
さ
れ

た
。
近
年
の
異
種
格
闘
技
の
流
行
で
、
伝

統
武
術
の
価
値
の
変
容
を
危
惧
し
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
く
、
武
術
も
身
体

と
精
神
を
鍛
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　

最
後
に
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
氏
の
発
表
が
な

さ
れ
た
（
別
掲
）。

　

質
疑
応
答
で
は
、
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
氏
の

発
表
し
た
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ツ
に
つ

い
て
や
、
キ
ム
氏
が
創
作
し
た
ヨ
ン
ム
ド

ー
に
つ
い
て
の
質
問
が
相
次
い
だ
。

　

最
後
に
百
鬼
会
長
が
「
用
語
の
問
題
は

非
常
に
難
し
い
で
す
が
、『
武
道
』
と
い

う
言
葉
そ
の
も
の
を
説
明
し
な
く
て
も
わ

か
る
よ
う
に
な
る
く
ら
い
発
展
し
て
い
け

ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は

海
外
か
ら
お
二
人
の
先
生
を
お
招
き
し
て

大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
ま
と
め
て

盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

◉
専
門
分
科
会

▼
柔
道

「
子
供
（
小
学
生
）
の
柔
道
指
導
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
向
井
幹
博
（
講
道
館
道

場
指
導
部
課
長
）、
岡
田
弘
隆
（
筑
波
大

学
准
教
授
）、
溝
口
紀
子
（
静
岡
芸
術
文

化
大
学
准
教
授
）
の
三
氏
を
講
師
に
、
高

橋
進
（
大
東
文
化
大
学
教
授
）
の
司
会
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
向
井
氏
が
発
表
。
氏
が
講
道
館

に
勤
務
し
た
頃
は
対
外
試
合
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
講
道
館
少
年
部
が
対
外
試
合
を

行
う
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
や
、
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
昇
級
審
査
を
実
施
す
る
に

い
た
っ
た
経
緯
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
岡
田
氏
が
発
表
。
筑
波
大
学

が
行
っ
て
い
る
つ
く
ば
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
柔

道
の
活
動
に
つ
い
て
、
現
状
を
紹
介
し

た
。
初
期
は
試
合
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
競
争
し
た
い
子
供
が
多
く
、
試
合
出

場
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
試
合
に
出
場
し
始

め
、
今
で
は
多
数
の
大
会
に
出
場
し
て
い

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　

最
後
に
溝
口
氏
が
発
表
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
指
導
者
は
国
家
資
格
で
あ
り
、
級

に
応
じ
た
指
導
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
試
合
開
始
年
齢
も
13
歳
で

あ
り
、
そ
れ
未
満
で
試
合
を
行
う
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
少
年
柔
道
こ
そ
形
を
学
ん
だ
方

が
い
い
と
し
、
本
当
の
柔
道
は
勝
つ
だ
け

で
は
な
く
、
柔
道
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
結
ん
だ
。

▼
剣
道

　

中
学
校
で
武
道
が
必
修
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
剣
道
具
の
文
化
・
伝
統
や
安
全
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「
あ
ら
た
め

て
、
剣
道
具
を
考
え
る
」
と
題
し
、
中
村

民
雄
（
福
島
大
学
）、
百
鬼
史
訓
（
東
京

農
工
大
学
）、
森
下
捷
三
（
全
国
剣
道
具

職
人
会
代
表
）
の
三
氏
が
発
表
を
行
い
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

中
村
氏
は「
剣
道
具
の
歴
史
研
究
か
ら
」

と
題
し
て
、
防
具
の
発
生
、
そ
の
後
の
変

遷
と
、そ
れ
に
伴
う
技
の
変
化
に
つ
い
て
、

史
料
を
も
と
に
解
説
し
た
。

　

百
鬼
氏
の
テ
ー
マ
は
「
剣
道
具
の
実
証

的
研
究
の
立
場
か
ら
」。
海
外
生
産
剣
道

具
の
急
増
な
ど
に
よ
り
、
更
な
る
安
全
対

策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
行
っ

た
緩
衝
性
や
遮
音
の
実
験
結
果
を
報
告

し
、
安
全
規
格
の
見
直
し
、
感
傷
性
の
高

フロアからも積極的な質疑が続いた

柔道専門分科会発表者＝左から溝口紀子（静岡芸術文化大学）、
岡田弘隆（筑波大学）、向井幹博（講道館）の三氏



7 月刊「武道」　2012．10

い
剣
道
具
の
開
発
、
安
全
規
格
遵
守
の
た

め
の
検
定
制
度
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
。

　

森
下
氏
は
「
剣
道
具
製
作
者
の
立
場
か

ら
」
と
し
て
、
伝
統
的
な
剣
道
具
の
素
材

の
見
本
を
提
示
し
な
が
ら
、
最
近
の
海
外

で
大
量
生
産
さ
れ
る
剣
道
具
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
剣
道
具
の
手
入
れ
方

法
に
つ
い
て
の
質
問
や
、
誰
も
が
共
通
に

認
識
で
き
る
安
全
基
準
を
作
っ
て
ほ
し
い

な
ど
の
意
見
が
出
た
。
ま
た
、
全
日
本
武

道
具
協
同
組
合
理
事
長
の
森
伸
雄
氏
は
、

必
修
化
に
伴
い
安
価
な
海
外
製
の
粗
悪
品

が
一
部
の
学
校
現
場
に
出
回
っ
て
い
る
問

題
が
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
製
品
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と

報
告
し
た
。

▼
弓
道

「『
肩
甲
帯
の
技
術
を
探
る
』―
上
腕
骨
、

肩
甲
骨
、
鎖
骨
、
胸
郭
の
筋
骨
格
系
と
射

技
―
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
佐
藤
明
氏
（
東
北
大
学
）
と
井
出

敦
夫
氏
（
東
京
大
学
赤
門
弓
友
会
）
が
講

演
さ
れ
た
。

　

佐
藤
氏
は
、「
運
動
学
か
ら
見
る
射
法

の
筋
骨
格
系
」
と
題
し
、
特
に
、
小
笠
原

流
の
『
体
用
論
』、
日
置
流
の
『
弓
目
録

六
拾
ケ
条
』
を
参
考
に
射
法
の
組
み
立
て

方
を
解
説
し
、
そ
し
て
、
人
体
に
は
約
206

の
骨
、
265
の
関
節
、
600
の
筋
肉
（
内
、
骨

格
筋
は
400
）
が
あ
り
、
そ
の
運
動
の
自
由

度
は
計
り
知
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
再
現
性

を
高
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
個
々
の
素
質

の
問
題
も
多
分
に
あ
る
と
述
べ
た
。

　

井
出
氏
は
、「
射
技
と
肩
甲
帯
の
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
」
と
題
し
、
弓
射
動
作
に

つ
い
て
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
解
剖

学
・
生
理
学
及
び
力
学
の
観
点
か
ら
解
説

し
た
。
そ
し
て
、
弓
射
動
作
は
腕
の
運
動

で
は
な
く
、
肩
甲
骨
の
運
動
と
し
て
意
識

を
切
り
換
え
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、

ま
た
今
回
、
洋
弓
の
射
技
動
作
と
の
比
較

研
究
に
よ
る
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
共

同
研
究
な
ど
を
提
言
し
た
。

▼
空
手
道

　

前
半
に
「
中
学
校
武
道
必
修
化
に
つ
い

て
保
健
体
育
科
目
大
学
教
員
の
視
点
か

ら
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

た
。
司
会
は
横
山
慶
一
氏
（
京
都
府
立
医

科
大
学
）
が
行
い
、
奈
藏
稔
久
（
国
際
武

道
大
学
）、飯
出
一
秀（
環
太
平
洋
大
学
）、

麓
正
樹（
東
京
国
際
大
学
）、谷
木
龍
男（
清

和
大
学
）、井
下
佳
織
（
国
際
武
道
大
学
）

の
五
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
ら
が
授
業
し
た

対
象
や
そ
の
問
題
点
、
授
業
を
通
し
た
中

で
の
発
見
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
中
か
ら
、
礼
法
の

指
導
、
自
己
認
識
、
危
機
管
理
、
身
体
運

動
と
し
て
の
空
手
道
の
魅
力
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
挙
げ
、
フ
ロ
ア
と
の
積
極
的
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

後
半
は
、「
空
手
道
の
国
際
化
」
と
題

し
て
、
豊
嶋
建
広
氏
（
麗
澤
大
学
）
が
講

演
を
行
っ
た
。
豊
嶋
氏
は
日
本
人
と
外
国

人
の
文
化
の
違
い
を
挙
げ
、
国
内
外
で
空

手
道
に
取
り
組
む
人
の
意
識
の
違
い
に
つ

い
て
言
及
。
ス
ポ
ー
ツ
と
混
同
さ
れ
な
い

た
め
に
も
、
空
手
道
の
歴
史
や
哲
学
を
学

術
的
に
研
究
し
、
日
本
語
と
英
語
で
論
文

発
表
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述

べ
た
。

▼
な
ぎ
な
た

　

座
長
を
木
村
恭
子
氏
と
し
た
討
論
会

「
指
導
現
場
か
ら
の
報
告
と
問
題
提
起
」

が
行
わ
れ
、
福
田
啓
子
氏
（
皇
学
館
大

学
）
に
よ
る
「
な
ぎ
な
た
の
現
場
指
導
か

ら
の
報
告
と
課
題
」、
梛
世
紀
子
氏
（
奈

良
県
な
ぎ
な
た
連
盟
）
に
よ
る
「
奈
良
市

な
ぎ
な
た
連
盟
（
西
の
京
ク
ラ
ブ
）
の
歩

み
と
課
題
」、
井
上
ア
ヤ
子
氏
（
創
価
大

学
）
に
よ
る
「
創
価
大
学
に
お
け
る
共
通

科
目
体
育
実
技
な
ぎ
な
た
授
業
の
現
状
と

課
題
」
の
三
題
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

剣道専門分科会

心技体 人を育てる総合誌



82012．10　月刊「武道」

ニュース

　日
本
武
道
学
会
創
立
45
周
年
記
念
大
会

は
、
9
月
6
日
〜
7
日
の
2
日
間
、
東
京

農
工
大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
農
工
大
学
で
の

開
催
は
第
17
回
大
会
、
第
35
回
大
会
に
次

い
で
3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
記
念
大
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し
て

海
外
か
ら
研
究
者
を
招
待
し
、「
武
道
の

捉
え
方
―
世
界
の
動
向
―
」
と
い
う
題
目

で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

◇
研
究
口
頭
発
表
・
ポ
ス
タ
ー
発
表

　研
究
発
表
は
、
人
文
・
社
会
系
16
題
、

自
然
科
学
系
18
題
、武
道
指
導
法
系
22
題
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
24
題
の
計
80
題
の
一
般
研

究
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
数
年
来
、

発
表
件
数
は
80
題
を
越
え
、
武
道
学
会
員

の
皆
様
の
日
頃
の
研
究
の
成
果
が
こ
こ
に

現
れ
、
大
会
実
行
委
員
会
と
し
て
は
嬉
し

い
次
第
で
し
た
。

　今
大
会
の
口
頭
発
表
は
、
各
自
の
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
と
接
続
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
式

を
取
り
ま
し
た
が
、
発
表
者
の
ご
協
力
、

理
解
の
も
と
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
一
同
、
安
堵
い
た
し

ま
し
た
。
学
会
員
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

◇
本
部
企
画

　国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　創
立
45
周
年
記
念
大
会
の
本
部
企
画
と

し
て「
武
道
の
捉
え
方
―
世
界
の
動
向
―
」

と
い
う
題
目
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
に
先
立
ち
、
大

会
委
員
長
で
あ
る
東
京
農
工
大
学
副
学

長
・
百
鬼
史
訓
先
生
よ
り
、
開
催
校
と
し

て
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

埼
玉
大
学
・
大
保
木
輝
雄
先
生
、
関
西
大

学
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
先
生

の
司
会
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
り
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
日
本
か
ら
日

本
武
道
学
会
会
長
の
百
鬼
史
訓
先
生
、
韓

国
か
ら
ヨ
ン
イ
ン
大
学
総
長
、
大
韓
武
道

学
会
会
長
の
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ヘ
ン
先
生
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ジ
ェ
ー
シ
ュ
フ
大
学
教

授
で
、International M

artial Arts and 

C
om

bat Sports Scientific Society 

会

長
の
Ｗ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
先
生
の
3

名
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　最
初
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
百
鬼
史
訓

先
生
か
ら
は
、「
世
界
に
お
け
る
武
道
の

捉
え
方
」
と
い
う
題
目
で
発
表
が
あ
り
、

武
道
、B

udo

と
い
う
言
葉
の
意
味
内

容
が
一
般
に
翻
訳
さ
れ
て
い
るM

artial 

Arts 

で
は
言
い
表
せ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
あ
え
て
武
道
をM

artial 

Arts 

と
英
訳
す
る
必
要
は
な
く
、
今
日
的

に
武
道
とM

artial Arts 

の
差
異
化
を
図

り
、
世
界
的
に
は
武
道
はB

udo

と
し
て

定
着
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は

な
い
か
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ヘ
ン
先
生
か
ら

は
、「
韓
国
武
道
の
展
望
」と
い
う
こ
と
で
、

現
代
の
韓
国
武
道
の
隆
盛
と
問
題
点
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
韓
国
で
の
柔
道

や
テ
コ
ン
ド
ー
の
人
気
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
や
過
度
の
商
業

主
義
に
よ
る
弊
害
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
社
会
情
勢
や
教
育
環
境
を

鑑
み
る
と
、
韓
国
に
お
け
る
武
道
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
的
展
開
は
容
易
で
は
な
い
。
し

か
し
、
身
と
心
、
そ
し
て
精
神
を
同
時
に

修
練
す
る
武
道
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
と

い
う
考
え
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
Ｗ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
先
生

か
ら
、「
武
道
、
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
、

コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
―
そ
の
定
義
、
概

念
、
理
論
―
」
と
い
う
題
目
で
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー

会場となった東京農工大学

日
本
武
道
学
会
第
45
回
大
会
を
終
え
て

第
45
回
大
会
事
務
局
長

　田
中

　幸
夫
（
東
京
農
工
大
学
）
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え
た
討
論
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

同
士
の
意
見
交
換
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
活
発

な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
3
時
間
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
時
間
と

な
り
、
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
っ
て
、
武
道

の
国
際
化
を
図
る
上
で
、
参
加
者
の
皆
様

そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
な
示
唆
が
得
ら
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

◇
専
門
分
科
会

　2
日
目
の
午
後
よ
り
、
柔
道
、
剣
道
、

空
手
道
、
弓
道
、
な
ぎ
な
た
の
専
門
分
科

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
柔
道
専
門
分
科

会
で
は
「
子
供
（
小
学
生
）
の
柔
道
指
導

に
つ
い
て
」、剣
道
専
門
分
科
会
で
は
「
あ

ら
た
め
て
、
剣
道
具
を
考
え
る
」、
空
手

道
専
門
分
科
会
は
「
空
手
道
の
国
際
化
」、

弓
道
専
門
分
科
会
で
は
「
肩
甲
骨
の
技
術

を
探
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
各
専
門
分
科

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
理
事
会
・
評
議
会
・
総
会

　大
会
前
日
の
9
月
5
日
に
理
事
会
お
よ

び
評
議
会
が
、
翌
6
日
に
は
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
議
案
の
審
議
・
報
告
が

承
認
さ
れ
、
最
後
に
、
次
回
第
46
回
大
会

が
、
２
０
１
３
年
9
月
10
日
〜
12
日
に
筑

ツ
、
コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
概

念
を
述
べ
ら
れ
、
武
道B

udo

の
位
置
付

け
も
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
・
概
念

は
内
容
を
部
分
的
に
包
括
し
て
い
る
が
全

体
を
網
羅
し
た
概
念
で
は
な
い
。
そ
こ
で

シ
ナ
ル
ス
キ
ー
先
生
か
ら
は
武
道
、
マ
ー

シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
、
コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

の
上
位
概
念
と
し
て
「
フ
ァ
イ
テ
ン
グ
ア

ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
・
概
念
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　3
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
の
終
了
後

は
、
150
名
以
上
の
参
加
者
の
フ
ロ
ア
も
交本部企画国際シンポジウムの様子

波
大
学
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　総
会
に
先
立
ち
、
２
０
１
１
年
度
の
優

秀
論
文
賞
が
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞

者
は
、
八
洲
学
園
大
学
・
大
石
純
子
先
生

（
受
賞
対
象
論
文
は
「
朝
鮮
李
朝
期
の
武

芸
書
に
み
ら
れ
る
漢
字
『
劔
』
の
使
用
に

関
す
る
一
考
察
」）、
東
京
学
芸
大
学
・
射

手
矢
岬
先
生
（「
柔
道
実
践
者
の
継
続
理

由
に
関
す
る
研
究
」）、
順
天
堂
大
学
・
金

持
拓
身
先
生
（「
柔
道
『
投
げ
の
形
』
に

お
け
る
評
価
の
類
似
性
と
観
点
に
関
す
る

研
究
」）
の
3
名
で
、
百
鬼
史
訓
会
長
よ

り
表
彰
状
と
金
一
封
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

◇
お
わ
り
に

　今
回
は
、
会
員
190
名
、
臨
時
会
員
19
名
、

学
生
会
員
8
名
、
顧
問
等
4
名
、
計
225
名

と
い
う
多
く
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
今
大
会
は
、
創
立
45
周

年
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
初
め
て
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
学
会
本
部
で
企
画

さ
れ
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
会
の
企

画
委
員
会
、
庶
務
委
員
会
の
皆
様
、
ま

た
、
そ
の
他
通
訳
を
含
む
学
会
関
係
者
の

皆
様
、大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

無
事
、
終
了
し
、
開
催
校
と
し
て
安
堵
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
山
西
哲
郎
日
本
体
育
学
会
会
長
、

新
井
庸
弘
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
、
三
藤

芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
、
桑

森
真
介
日
本
相
撲
連
盟
の
臨
席
を
賜
り
、

祝
辞
等
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
㈶
日
本
武

道
館
を
は
じ
め
と
し
て
、
ご
協
力
・
ご
支

援
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ポスター発表の様子
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）
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ニュース

　

第
48
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技

大
会
は
、
８
月
18
日
（
千
葉
県
浦
安

市
運
動
公
園
総
合
体
育
館
）
と
19
日

（
日
本
武
道
館
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
約
３
千
名
の
選
手
が
出
場
し
、

組
手
（
団
体
・
個
人
戦
）
と
形
（
個

人
戦
）
の
試
合
が
全
42
部
門
で
行
わ

れ
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

組手団体・一般男子代表戦＝偶成会・重江（左）が東大拳法会・西村を上段蹴りで攻める

偶
成
会
高
木
道
場
が

　
　

11
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会

◆
組
手
団
体
戦

◎
一
般
男
子
の
部
（
５
人
制
）

　

17
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
は
偶
成
会
高

木
道
場
と
東
京
大
学
拳
法
会
が
対
戦
し

た
。

　

先
鋒
戦
、
偶
成
会
・
塚
田
と
東
大
・
阿

部
は
２
―
２
で
引
き
分
け
る
。次
鋒
戦
は
、

東
大
・
西
村
が
偶
成
会
・
髙
橋
を
９
―
1

で
圧
倒
す
る
。
し
か
し
、
中
堅
戦
で
は
偶

成
会
・
重
江
が
８
―
０
で
完
勝
し
て
五
分

に
戻
す
。
副
将
戦
は
、
偶
成
会
・
本
橋
と

東
大
・
柴
山
が
対
戦
し
、
柴
山
が
先
に
ポ

イ
ン
ト
を
挙
げ
る
が
、
本
橋
が
追
い
つ
い

て
、
更
に
残
り
20
秒
で
突
き
を
決
め
、
２

―
１
で
勝
利
し
た
。

　

大
将
戦
、
偶
成
会
・
末
吉
と
東
大
・
川

組
手
団
体
・
一
般
男
子

村
の
試
合
は
、
序
盤
か
ら
得
点
の
奪
い
合

い
と
な
り
白
熱
す
る
。
そ
し
て
６
―
５
の

川
村
リ
ー
ド
で
迎
え
た
終
盤
、
川
村
の
上

段
突
き
が
強
打
の
反
則
と
な
り
、
末
吉
に

１
ポ
イ
ン
ト
加
わ
る
。
そ
し
て
更
に
ポ
イ

ン
ト
を
取
り
合
っ
て
試
合
は
終
了
し
、
８

―
７
で
川
村
が
勝
利
し
た
。
そ
の
結
果
、

勝
利
者
数
、
得
点
数
が
共
に
同
点
で
、
代

表
戦
と
な
る
。

　

代
表
戦
は
、
偶
成
会
・
重
江
と
東
大
・

西
村
が
対
戦
。
序
盤
、
重
江
が
猛
攻
し
て

先
制
。
し
か
し
、
西
村
も
中
盤
に
突
き
を

決
め
る
。
そ
の
後
一
進
一
退
の
攻
防
が
続 開会式の様子



13 月刊「武道」　2012．10

く
も
互
い
に
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
、
１
―

１
で
試
合
終
了
。
旗
判
定
と
な
り
、
４
―

１
で
重
江
に
軍
配
が
上
が
る
。
偶
成
会
が

11
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
偶
成
会
高
木
道
場
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
秀
應
監
督

「
久
々
に
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
最

後
は
エ
ー
ス
が
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。
他

の
選
手
も
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
、
皆
で
一
生

懸
命
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
一
般
女
子
の
部
（
３
人
制
）

　

17
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
に
は
、
昨
年

準
優
勝
の
立
教
大
と
、
初
め
て
決
勝
進
出

を
果
た
し
た
東
洋
大
学
付
属
牛
久
高
校
が

勝
ち
上
が
っ
た
。

　

先
鋒
戦
は
、
立
教
大
・
豊
泉
が
９
―
１

で
東
洋
大
牛
久
高
・
髙
島
を
寄
せ
付
け
ず

に
勝
利
。
次
鋒
戦
は
、
東
洋
大
牛
久
高
・

丸
石
が
先
に
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
る
が
、
次

第
に
立
教
大
・
五
十
嵐
が
冷
静
に
捌さ
ば

い
て

突
き
を
決
め
て
逆
転
す
る
。
９
―
６
で
試

合
は
終
了
し
、
立
教
大
が
一
人
残
し
の
２

―
０
で
、
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
遂

げ
た
。

◉
優
勝
＝
立
教
大
学
・
池
田
昌
史
監
督

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
、
一
人
ひ
と
り
が

気
負
わ
ず
に
自
分
の
空
手
に
徹
し
た
の
で

皆
の
持
ち
味
が
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
後

期
の
学
連
の
試
合
に
繋つ
な

が
る
良
い
結
果
に

も
な
り
ま
し
た
」

◎
大
学
生
男
子
の
部
（
５
人
制
）

　

12
チ
ー
ム
が
出
場
。
昨
年
、
準
決
勝
で

東
海
大
に
敗
れ
、
連
覇
を
逃
し
た
明
治
大

は
、
準
決
勝
で
東
海
大
に
雪
辱
し
て
決
勝

に
進
出
。
一
方
、
昨
年
優
勝
の
東
京
農
業

大
は
準
決
勝
で
北
海
道
工
業
大
を
降
し
て

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

決
勝
は
、
明
治
大
の
先
鋒
・
清
水
、
次

鋒
・
金
澤
、
中
堅
・
久
保
田
が
そ
れ
ぞ
れ

勝
ち
、
２
人
残
し
の
３
―
０
で
明
治
大
が

優
勝
に
返
り
咲
い
た
。

◎
都
道
府
県
対
抗
（
５
人
制
＝
先
鋒
・
小

学
生
、
次
鋒
・
中
学
生
、
中
堅
・
高
校
生
、

副
将
・
一
般
女
子
、
大
将
・
一
般
男
子
）

　

８
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
は
、
昨
年
と

同
じ
埼
玉
と
愛
知
の
対
戦
と
な
っ
た
。
先

鋒
戦
は
埼
玉
・
大
谷
が
勝
利
し
、
次
鋒
戦

は
愛
知
・
前
泊
が
勝
利
し
た
。
そ
し
て
、

中
堅
戦
で
埼
玉
・
岩
崎
が
接
戦
を
制
す
る

と
、
埼
玉
の
副
将
・
小
池
も
勝
利
し
て
優

勝
を
決
め
た
。大
将
戦
で
も
埼
玉
が
勝
ち
、

４
―
１
で
連
覇
を
果
た
し
た
。

立
教
大
が

　
　

２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

組
手
団
体
・
一
般
女
子

組手団体・一般女子先鋒戦＝立教大・豊泉（右）の上段蹴りが東洋大牛久高・髙島に決まる
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◎
一
般
女
子
の
部

　

決
勝
は
、
矢
野
朱
美
と
豊
泉
諒
子
の
立

教
大
同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

共
に
手
の
内
を
知
り
尽
く
し
た
相
手
だ

け
に
、
序
盤
は
試
合
が
動
か
ず
膠こ
う

着
ち
ゃ
く

状

態
が
続
く
。
し
か
し
、
開
始
か
ら
１
分
30

秒
、
矢
野
が
連
続
攻
撃
で
豊
泉
を
崩
し
て

上
段
突
き
を
決
め
て
１
ポ
イ
ン
ト
先
制
す

る
。
試
合
が
再
開
す
る
と
矢
野
が
間か
ん

髪は
つ

を

容い

れ
ず
に
猛
攻
を
仕
掛
け
、
上
段
突
き
を

決
め
て
２
―
０
と
な
る
。
挽
回
し
た
い
豊

泉
で
あ
っ
た
が
、
矢
野
は
隙
を
見
せ
ず
に

互
い
に
攻
防
を
繰
り
返
す
う
ち
に
試
合
終

了
。
矢
野
が
嬉
し
い
初
優
勝
を
果
た
し 

た
。

◉
優
勝
＝
埼
玉
県
・
荒
川
尊
祐
監
督

「
途
中
苦
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

乗
り
越
え
て
優
勝
で
き
ま
し
た
。
い
く
つ

か
の
道
場
の
混
成
チ
ー
ム
で
す
が
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
取
れ
、
副
将
と
大
将
が
き
っ

ち
り
と
仕
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」

◆
組
手
個
人
戦

◎
一
般
男
子
の
部

　

決
勝
は
、
３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う
重

江
賞
誉
（
偶
成
会
高
木
道
場
）
と
長
畑
翔

（
岡
山
）
が
対
戦
。
序
盤
か
ら
重
江
が
長

畑
を
翻
弄
し
、
試
合
は
重
江
の
ペ
ー
ス
で

展
開
。
開
始
か
ら
１
分
、
重
江
の
中
段
突

き
が
決
ま
っ
て
１
―
０
。
長
畑
も
反
撃
す

◉
優
勝
＝
矢
野
朱
美
選
手
（
立
教
大
）

「
学
連
と
違
っ
て
メ
ン
ホ

ー
を
着
け
て
い
た
こ
と
と

と
、
手
の
内
を
知
る
相
手

と
の
対
戦
も
多
く
て
、
や
り
難に
く

い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
調
子
は
良
か
っ
た

の
で
、
何
と
か
相
手
の
隙
を
見
つ
け
て
入

り
、
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

◆
形
個
人
戦

◎
一
般
男
子
の
部

　

46
名
が
出
場
。
決
勝
は
、
昨
年
優
勝
の

古
橋
卓
也
（
名
空
会
本
部
）
を
準
々
決
勝

で
降
し
た
稲
葉
勇
治
（
中
京
会
）
と
、
一

昨
年
優
勝
し
た
稲
葉
大
輔
（
中
京
会
）
と

の
兄
弟
対
決
と
な
っ
た
。
兄
の
勇
治
は
ク

ー
シ
ャ
ン
ク
ー
、
弟
の
大
輔
は
チ
ン
ト
ウ

を
演
武
し
、
３
―
２
で
兄
の
稲
葉
勇
治
が

初
優
勝
を
手
に
し
た
。

◉
優
勝
＝
稲
葉
勇
治
選
手
（
中
京
会
）

　

２
年
前
、
弟
・
大
輔
が
優
勝
し
た
と
き
、

兄
・
勇
治
は
準
決
勝
で
敗
れ
、
決
勝
進
出

る
が
重
江
に
見
切
ら
れ
る
。
残
り
１
分
、

重
江
が
足
を
掛
け
て
長
畑
を
倒
し
て
突
き

を
決
め
、
こ
れ
が
一
本
と
な
り
、
重
江
が

４
―
０
で
リ
ー
ド
す
る
。
な
お
も
、
重
江

は
蹴
り
技
を
主
体
に
間
合
い
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
長
畑
を
寄
せ
付
け
な
い
。
試
合

終
了
と
な
り
、
重
江
が
３
年
ぶ
り
３
回
目

の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

◉
優
勝
＝
重
江
賞
誉
選
手

（
偶
成
会
高
木
道
場
）

「
久
し
ぶ
り
の
試
合
で
、

体
力
的
に
も
少
し
衰
え
て

い
ま
し
た
。
調
子
も
今
一
つ
で
し
た
が
、

集
中
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
勝
ち
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

組
手
個
人
・
一
般
男
子
決
勝
＝

　
　
　
　
　重
江（
右
）
の
中
段
突
き
が
決
ま
る

組
手
個
人
・
一
般
女
子
決
勝
＝

　
　
　
　
　矢
野（
左
）
の
上
段
突
き
が
決
ま
る

都
道
府
県
対
抗
決
勝
・
先
鋒
戦
＝

　
　埼
玉
・
大
谷（
左
）
の
中
段
突
き
が
決
ま
る

心技体 人を育てる総合誌
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【
大
会
結
果
】（
※
優
勝
の
み
）

■
組
手
団
体
戦

▽
都
道
府
県
対
抗
＝
埼
玉
県
▽
一
般
男
子

＝
偶
成
会
高
木
道
場
▽
大
学
生
男
子
＝
明

治
大
学
▽
一
般
女
子
＝
立
教
大
学
▽
少
年

男
子
＝
白
水
修
養
会

■
組
手
個
人
戦

▽
一
般
男
子
有
段
＝
重
江
賞
誉
（
偶
成
会

高
木
道
場
）
▽
大
学
生
男
子
有
段
＝
藤
村

浩
一
（
東
海
大
）
▽
一
般
女
子
有
段
＝
矢

野
朱
美
（
立
教
大
）
▽
シ
ニ
ア
男
子
50
歳

以
上
＝
向
井
正
隆
（
杉
浦
錬
成
塾
）
▽
シ

ニ
ア
男
子
40
歳
以
上
＝
高
柳
伸
彦
（
誠
心

塾
）
▽
シ
ニ
ア
女
子
40
歳
以
上
＝
斉
藤
師

保
（
一
道
塾
）
▽
一
般
男
子
有
級
＝
内
田

与
弥
（
早
稲
田
大
学
誠
心
会
）
▽
一
般
女

子
有
級
＝
金
枝
由
希
子
（
早
稲
田
大
学
誠

心
会
）
▽
少
年
男
子
＝
遠
藤
功
大
（
美
濃
）

▽
少
年
女
子
＝
藤
原
ひ
か
り
（
は
さ
ま
）

▽
中
学
男
子
＝
後
藤
大
河
（
水
風
会
名
東
）

▽
中
学
女
子
＝
齊
藤
真
美
（
川
口
会
千
葉
）

▽
小
学
６
年
男
子
＝
千
葉
良
樹
（
は
さ
ま
）

▽
小
学
６
年
女
子
＝
岩
佐
和
奏
（
美
濃
）

▽
小
学
５
年
男
子
＝
小
花
大
輝
（
越
谷
修

道
館
）
▽
小
学
５
年
女
子
＝
塙
明
日
華
（
明

花
塾
）
▽
小
学
４
年
男
子
＝
大
谷
功
明
（
空

手
向
上
園
内
倶
楽
部
）
▽
小
学
４
年
女
子

＝
加
藤
朱
莉
（
は
さ
ま
）
▽
小
学
３
年
男

女
＝
豊
田
陽
也
（
本
巣
）
▽
小
学
２
年
男

女
＝
千
枝
紘
（
は
さ
ま
）
▽
小
学
１
年
男

女
＝
舟
田
理
々
花
（
津
）

■
形
個
人
戦

▽
一
般
男
子
有
段
＝
稲
葉
勇
治
（
中
京
会
）

▽
一
般
女
子
有
段
＝
岩
本
衣
美
里
（
ク
リ

ー
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
▽
シ
ニ
ア
男

子
40
歳
以
上
＝
清
水
明
毅
（
名
空
会
研
修

セ
ン
タ
ー
）
▽
シ
ニ
ア
女
子
40
歳
以
上
＝

石
井
恵
（
日
立
茂
原
）
▽
一
般
男
子
有
級

＝
齋
藤
雅
彦
（
東
京
工
科
大
）
▽
一
般
女

子
有
級
＝
及
川
香
（
茂
原
）
▽
少
年
男
子

＝
栗
山
來
樹
（
偉
竜
修
道
館
）
▽
少
年
女

子
＝
鈴
木
美
晴
（
東
海
大
学
翔
洋
高
）
▽

中
学
男
子
＝
小
島
浩
暉
（
育
英
館
碧
南
）

▽
中
学
女
子
＝
赤
岡
万
緒
（
岐
刑
）
▽
小

学
６
年
男
女
＝
小
島
七
海
（
津
）
▽
小
学

５
年
男
女
＝
舟
田
葵
（
津
）
▽
小
学
４
年

男
女
＝
白
崎
優
乃
香
（
福
井
）
▽
小
学
３

年
男
女
＝
森
岡
未
鈴
（
北
方
）
▽
小
学
２

年
男
女
＝
石
岡
大
和
（
昇
政
塾
）
▽
小
学

１
年
男
女
＝
福
田
蓮
（
空
寿
会
）

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
一
般
女
子
の
部

　

26
名
が
出
場
。
決
勝
は
、
４
年
連
続
同

じ
顔
ぶ
れ
と
な
り
、
岩
本
衣
美
里
（
ク
リ

ー
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）と
岩
﨑
ほ
な
み（
偶

形個人戦・一般男子の部
優勝＝稲葉勇治「クーシャンクー」

を
逃
し
た
た
め
、
今
回
が
全
国
大
会
で
初

の
兄
弟
対
決
と
な
っ
た
。

「
楽
し
く
戦
い
た
い
と
い
う
反
面
、
弟
に

は
絶
対
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
形
は
稲
葉

兄
弟
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
２
人
で
頑
張
っ

形個人戦・一般女子の部
優勝＝岩本衣美里「チントウ」

成
会
高
木
道
場
）
が
対
戦
し
た
。
昨
年
同

様
、
岩
本
は
チ
ン
ト
ウ
、
岩
﨑
は
ワ
ン
シ

ュ
ウ
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
。
判
定
は
４
―
１

で
岩
本
が
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

◉
優
勝
＝
岩
本
衣
美
里
選
手

（
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

「
初
戦
か
ら
決
勝
ま
で
５
―
０
で
完
勝
す

る
こ
と
が
目
標
で
し
た
が
、
決
勝
で
そ
れ

が
で
き
ず
に
少
し
残
念
で
す
。
し
か
し
、

落
ち
着
い
て
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
全
空
連
の
大
会
で
全
国

一
、世
界
一
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」



162012．10　月刊「武道」

〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D
Ō

：

TH
E M
A
R
TIA
L W
A
Y
S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

早
稲
田
大
学
教
授（ 

四
六
判
・
上
製
・
４
１
０
頁 

） 著

菅
野

　

 

純

武
道
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む

臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
を
育
む
武
道
の

可
能
性
、
教
育
力
に
迫
る
。
子
ど
も
を
よ
り
良
く
伸

ば
す
た
め
の
知
恵
と
珠
玉
の
言
葉
を
満
載
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

） 著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。
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大
会
に
は
、
皇
宮
警
察
本
部
及
び
各
都

道
府
県
警
察
か
ら
選
抜
さ
れ
た
柔
道
と
剣

道
の
選
手
、
355
名
が
出
場
し
た
。
試
合
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
柔
道
が

５
分
間
一
本
勝
負
、
剣
道
が
時
間
無
制
限

の
一
本
勝
負
で
争
わ
れ
た
。

■
柔
道

　

男
女
合
わ
せ
て
185
名
が
出
場
し
た
。
男

子
無
差
別
で
は
、
前
回
優
勝
の
棟
田
康
幸

（
警
視
庁
）
が
怪
我
の
た
め
欠
場
。
決
勝

は
、虷
沢
優
太
（
富
山
）
と
楢
㟢
誠
（
佐
賀
）

が
対
戦
し
た
。
虷
沢
は
、
支
釣
込
足
（
技

有
）
で
楢
㟢
を
崩
し
た
後
、
す
か
さ
ず
横

四
方
固
に
入
り
、合
技
で
一
本
勝
ち
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
階
級
で
は
、
100
㎏
級
で
後

小
路
裕
朗
（
福
岡
）
が
３
大
会
ぶ
り
２
回

目
、
81
㎏
級
で
松
本
雄
史
（
兵
庫
）
が
３

大
会
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
果
た
す
な
ど

の
活
躍
を
み
せ
た
。

　

女
子
は
、
63
㎏
超
級
で
萩
原
久
美
子
、

63
㎏
以
下
級
で
山
本
美
樹
（
共
に
兵
庫
）

が
優
勝
。
63
㎏
超
級
の
萩
原
は
、
準
決
勝

で
市
橋
寿
々
華
（
大
阪
）
を
退
け
、
決
勝

は
三
戸
彩
渚
（
神
奈
川
）
を
横
四
方
固
で

降
し
、
７
連
覇
を
果
た
し
た
。

◎男子無差別優勝＝虷沢優太選手（富山）
「10 年前、学生体重別で２位になって以
来の好成績です。全国大会で結果が残せて
嬉しいです。全日本選手権には何回か出場
していますが、今年は予選で負けてしまい
ました。今回、その悔しさを晴らしました。
31 歳で年齢的にも厳しくなってきました
が、もう１ランク上を目指します」
◎女子 63㎏超級優勝＝萩原久美子選手（兵庫）
「いろいろな人に支えられてここまで来
ました。とても感謝しています。連覇を続
けられてよかったです。決勝よりも準決勝
の市橋選手との試合がきつかったです」

　

平
成
24
年
度
全
国
警
察
柔
道
・
剣
道
選
手
権
大
会
は
、
９
月
７
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
昨
年

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
に
警
察
柔
道
・
剣
道
の
個
人
日
本
一

が
争
わ
れ
た
。

　

柔
道
男
子
は
６
階
級
、
女
子
は
２
階
級
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
男
子
無
差
別
で
虷か

ん

沢ざ
わ

優
太
（
富
山
）
が

初
優
勝
、
女
子
63
㎏
超
級
で
萩は
ぎ

原は
ら

久
美
子
（
兵
庫
）
が
７
連
覇
を
遂
げ
た
（
そ
の
ほ
か
の
階
級
は
大
会
結

果
欄
参
照
）。

　

剣
道
男
子
は
髙
鍋
進
（
神
奈
川
）
が
３
連
覇
、女
子
は
山
本
真
理
子
（
大
阪
）
が
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

全国警察柔道・剣道
選手権大会

選手コメント

虷沢優太（富山）が初優勝

萩原久美子（兵庫）が７連覇

男子無差別

女子 63㎏超

柔 道

女子 63㎏超級決勝＝萩原対三戸
萩原（上）が横四方固で勝利し、７連覇を遂げた

男
子
無
差
別
決
勝
＝
虷
沢
対
楢
﨑

虷
沢
（
上
）
の
横
四
方
固
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■
剣
道

　

男
子
は
122
名
が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
り
、
時
間
無
制
限
の
一
本
勝
負

で
争
わ
れ
た
。
四
強
に
は
髙
鍋
進
（
神
奈

川
）、
内
村
良
一
（
警
視
庁
）、
網
代
忠
勝

（
兵
庫
）、
小
谷
明
徳
（
千
葉
）
が
名
を
連

ね
た
。

　

準
決
勝
、
髙
鍋
対
網
代
は
、
髙
鍋
が
小

手
を
決
め
て
網
代
に
勝
利
。
内
村
と
小
谷

の
対
戦
は
、内
村
が
面
で
小
谷
を
退
け
た
。

　

決
勝
は
髙
鍋
と
内
村
。
共
に
こ
の
大
会

で
優
勝
経
験
の
あ
る
実
力
者
同
士
の
対

戦
。
試
合
時
間
13
分
過
ぎ
、
髙
鍋
が
面
に

出
よ
う
と
間
合
を
詰
め
る
と
、
内
村
の
手

元
が
あ
が
る
。髙
鍋
は
そ
の
一
瞬
を
狙
い
、

小
手
を
決
め
て
勝
利
。
大
会
記
録
に
並
ぶ

３
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

女
子
は
48
名
が
出
場
。
前
回
優
勝
者
の

山
本
真
理
子
（
大
阪
）
が
順
当
に
勝
ち
進

み
、
決
勝
で
小
池
愛
子
（
警
視
庁
）
と
対

戦
。
山
本
が
鍔
迫
り
合
い
か
ら
の
引
き
面

を
決
め
て
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

【
大
会
結
果
】

◇
柔
道

〈
男
子
〉

▽
無
差
別
＝
①
虷
沢
優
太
（
富
山
）
②
楢
㟢

誠
（
佐
賀
）
③
青
山
正
次
郎
（
福
岡
）、

遠
藤
剛
（
北
海
道
）

▽
100
㎏
級
＝
①
後
小
路
裕
朗
（
福
岡
）
②
木

下
泰
成
（
兵
庫
）
③
村
井
栄
輔
（
大
阪
）、

金
井
宏
樹
（
神
奈
川
）

▽
90
㎏
級
＝
①
佐
藤
和
幸
（
愛
知
）
②
中
西

努
（
神
奈
川
）
③
長
尾
翔
太
（
兵
庫
）、

森
田
晃
弘
（
警
視
庁
）

▽
81
㎏
級
＝
①
松
本
雄
史
（
兵
庫
）
②
内
門

卓
也
（
大
阪
）
③
小
出
満
（
警
視
庁
）、

武
藤
力
也
（
神
奈
川
）

▽
73
㎏
級
＝
①
吉
田
優
樹
（
兵
庫
）
②
宮
前

稔
（
神
奈
川
）
③
佐
野
望
（
京
都
）、
藤

本
正
寛
（
熊
本
）

◎男子優勝＝髙鍋進選手（神奈川）
「紙一重の試合が多かったです。
決勝では内村選手の気迫に負けな
いよう、ただそれだけを考えてい
ました。
　勝ちを引きずりたくはありませ
ん。これはこれで終わり。次は来
月の団体戦（全国警察剣道大会）
の優勝を目指します」
◎女子優勝＝山本真理子選手（大阪）
　本大会の５日前に行われた全日
本女子剣道選手権を制し、日本一
の女性剣士として臨んだ。
「せっかく全日本をとれたので、
ここで負けて周りの人たちを落胆
させたくはありませんでした。
　普段の練習試合では負けること
が多いので、どんな時でも勝利で
きる選手になりたいです」

▽
66
㎏
級
＝
①
三
原
弘
士
（
警
視
庁
）
②
三

村
賢
吾
（
福
岡
）
③
関
根
優
一
（
埼
玉
）、

渡
部
朋
之
（
神
奈
川
）

〈
女
子
〉

▽
63
㎏
超
級
＝
①
萩
原
久
美
子
（
兵
庫
）
②

三
戸
彩
渚
（
神
奈
川
）
③
市
橋
寿
々
華
（
大

阪
）、
山
本
志
乃
（
広
島
）

▽
63
㎏
以
下
級
＝
①
山
本
美
樹
（
兵
庫
）
②

垣
田
恵
利
（
兵
庫
）
③
坂
野
歩
（
警
視
庁
）、

藤
川
美
沙
（
大
阪
）

◇
剣
道

▽
男
子
＝
①
髙
鍋
進
（
神
奈
川
）
②
内
村
良

一
（
警
視
庁
）
③
網
代
忠
勝
（
兵
庫
）、

小
谷
明
徳
（
千
葉
）

▽
女
子
＝
①
山
本
真
理
子
（
大
阪
）
②
小
池

愛
子
（
警
視
庁
）
③
石
塚
芳
（
大
阪
）、

正
代
小
百
合
（
警
視
庁
）

髙鍋進（神奈川）が３連覇

山本真理子（大阪）が２連覇

男 子

女 子

剣 道

女子決勝＝山本（左）対小池

男
子
決
勝
＝
髙
鍋
（
右
）対
内
村

選手コメント
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〈広告〉

（ 

四
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判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）



21 月刊「武道」　2012．10

〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD付・414頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD付・336頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）


